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１．はじめに  

 鋼道路橋設計における部分係数設計法の導入に向けて，鋼桁橋を対象に部分係数の設定方法について検討が

進められている 1)．本稿では，局部座屈を考慮する部材を対象として，現行設計基準における基準耐荷力曲線

で考慮している安全余裕について整理するとともに，それを踏まえた抵抗強度における鋼部材等に関する部分

係数の設定方法の考え方を示した．その上で，合理化及び適正化の観点から，既往の実験及び解析データを幅

厚比パラメータに応じて整理・分析し，設計に用いる基準耐荷力曲線について検討した． 

２．局部座屈強度の基準耐荷力曲線の現状 

現行設計基準においては，局部座屈を考慮する自由突出板

（圧縮フランジ等），両縁支持板（柱のフランジ・ウェブ等），

補剛板（箱桁の圧縮フランジ等）に対して，図-1に示すよう

に幅厚比パラメータRに応じた安全余裕を考慮した基準耐荷

力曲線が設定されている．これは，最大耐荷力（最大強度）

を超える荷重や変形を受けたときの挙動を考慮し，R に応じ

て安全余裕を確保したものであり，R が大きい板の場合には，

最大耐荷力以降に急激に強度が低下し，ねばりのない構造と

なることに配慮したものである 2）． 

一方，この安全余裕については，局部座屈の強度規定間で

必ずしも統一がとられているわけではないため，部分係数設計法への移行に合わせて，部分係数として明示化

することにより，合理的かつ信頼性の高い基準耐荷力曲線の設定が行えるようにしていく必要があると考えら

れる．本稿では現行設計基準との整合を図り，同程度の安全余裕を確保することを前提として，部分係数設計

法における局部座屈強度の基準耐荷力曲線の検討を行った． 

３．最大耐荷力以降の強度特性を考慮した抵抗強度書式の検討 

部分係数設計法の導入を想定し，局部座屈強度の基準耐荷力曲線で考慮している安全余裕を踏まえた抵抗強

度式を検討した．設計抵抗強度である設計限界値 Rdを式（1）に示す．抵抗係数φRは，表-1 に示すように 3

つの部分係数として設定することにした．ここでは，局部座屈強度の基準耐荷力曲線において，幅厚比パラメ

ータに応じて確保されている最大耐荷力以降の強度特性を考慮した安全余裕をφn としている．φM，φn 及び

荷重側の安全余裕とは別に確保しておくべき安全余裕 ψ については，荷重側と抵抗側の離れとして現行設計

基準で考慮している安全余裕を意図した部分係数である．  

Rd＝φR・Rk＝φM・φn・ψ・Rk  ………………………式（1） 

ここに，Rd：設計限界値，φR：抵抗係数，Rk：部材等の抵抗強度の特性値（強度の下限値を基本に設定．

以下，強度特性値）  
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部分係数 安全余裕 設定方法 

φM 材料強度，部材耐力に応じた安全余裕 

材料，モデル，及び幾何学的な不確実性(材料強度の特性値からの望ましくな

い方向への変動，部材耐力の算定上の不確実性，部材寸法のばらつきの影響等)
を考慮して設定 

φn 限界状態に応じた安全余裕 部材等の最大強度以降の強度特性を考慮して設定 

Ψ 
φM，φn及び荷重側の安全余裕とは別に

確保しておくべき安全余裕 
橋全体系として確保しておくべき安全余裕や上記部分係数には含まれない不

確実要因を考慮して設定 

表-1 鋼部材の抵抗強度において確保すべき安全余裕の内訳(案) 

図-1 基準耐荷力曲線と実験データとの関係 
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４．強度特性値 Rkの設定 

 局部座屈強度の強度特性値 Rk は，既往の実験データのう

ち，現行設計基準を満たすものを対象に整理し，実験データ

の下限値（幅厚比パラメータ別の平均値－2×標準偏差）を

基本として，解析データも参考に設定した．図-2 に補剛板

の強度特性値の設定例を示す．実験データは，道示規定の根

拠とされている実験 3)，西野ら 4)，小松ら 5),6)によって実施さ

れた実験の中から，道示における規定の諸元を満たす実験デ

ータのみを抽出した．強度特性値は，限界幅厚比を 0.5 とし，

これらの実験データのほぼ下限値に相当する曲線とした． 

５．安全余裕φn及び基準耐荷力曲線の設定 

限界幅厚比以降の座屈領域における安全余裕φn は，強度

特性値と現行設計基準の基準耐荷力曲線との差となる．これ

は各強度間で異なっており，3 つの局部座屈強度のうち，こ

の差が最も小さいのは補剛板である．本稿においては現行の

補剛板が有するこの安全余裕を，φn として妥当な値と考え

て，統一的に確保すべき安全余裕とし，他の局部座屈強度に

も付与した．本稿で検討した基準耐荷力曲線の設定例を図-3

～図-5 に示す．安全余裕φnに相当するのは図の網掛け部で

あり，補剛板の場合には現行設計基準と同じ基準耐荷力曲線

としている．また，図中の右軸には現行の許容応力度設計法

における安全率と R の関係を示している．現行設計基準では

基準耐荷力曲線に対して安全率 1.7 を確保しているが，補剛

板においてこの安全率に安全余裕φn 相当を考慮すると，常

時における幅厚比制限値（R=1.0）で 1.9，施工時における幅

厚比制限値（鋼種別の最大値 R=2.0）で 2.6 となる． 

６．まとめ 

 本稿では，3 つの局部座屈強度における基準耐荷力曲線に

ついて，既往の実験及び解析データを基に，実験データの下

限値相当である強度特性値を設定することにより，現行設計

基準において最大強度以降の強度特性を考慮して確保され

ている安全余裕φnを明らかにした． 

また，補剛板において考慮されている安全余裕φn を自由

突出板，両縁支持板で考慮した場合の基準耐荷力曲線を示し

た．なお，ここに示した抵抗強度式及び抵抗係数の設定方法

については現時点での考え方を整理したものであり，今後変

わる可能性がある． 
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図-2 補剛板の基準耐荷力曲線と実験データの比較 

図-4 両縁支持板としての局部座屈強度 

図-3 自由突出板としての局部座屈強度 

図-5 補剛板としての局部座屈強度 
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